
市 川 市 立 図 書館 の メ ー ルマ ガ ジ ンを お 送 り いた し ま す。  
「 メ ー ル で のサ ー ビ ス 」で 配 信 をご 希 望 さ れた 方 へ お送 り し て いま す 。  
 
中 央 図 書 館 開館 20 周 年記 念  
◆ ◆ ◆ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━  
◆ ◆  市 川 市立 図 書 館 メー ル マ ガジ ン  第 71 号    2015 .2 .25  
◆ ━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━  
 
2 月 も あ と わ ずか と な りま し た 。ま だ ま だ 寒い 日 が 続き ま す が 、 中 央 図

書 館 で は 梅 の白 い 花 が 咲き 始 め 、春 の 訪 れ を感 じ さ せて く れ ま す。  
2 月 13 日 (金 )、中 央 図 書館 で は、 2～ 3 月 の特 集 展 示「 終 活 」に 併 せ た 講

座 「 人 生 の ハ ッ ピ ー エ ン ド を 準 備 す る 」 を 開 催 し ま し た 。 参 加 者 の 皆 さ

ん は 、 金 融 広 報 ア ド バ イ ザ ー 齋 藤 喜 代 美 先 生 の 「 遺 言 に は 、 法 的 に 認 め

ら れ る た め に 必 要 な 書 き 方 が あ り ま す 。 で も 、 様 式 な ど の 決 ま り は あ り

ま せ ん 。 ご 家 族 へ の ラ ブ レ タ ー だ と 思 っ て た く さ ん の 言 葉 を 残 し て く だ

さ い 。」と いう 言 葉 に 笑い な が らも 、熱 心 にメ モ を 採っ て い ら っし ゃ い ま

し た 。  
 
■ ■  図 書 館か ら の お 知ら せ  □ - - - - - - - - - - - - - - - - -  
◆ 市 川 駅 南 口図 書 館 を 除く 全 図 書館 は 、月 末館 内 整 理の た め 、2 月 27 日

（ 金 )を 休 館 い た し ま す 。  
 
◆ オ リ ジ ナ ルエ コ バ ッ グに 新 色 が登 場 し ま した ！  
○ 中 央 図 書 館で は 、 現 在開 館 20 周年 を 記 念し た オ リジ ナ ル エ コバ ッ グ

（ 赤 色 ・ 緑 色） を 販 売 中で す が 、好 評 に つ き新 色 （ 黒色 ・ 紺 色 ・オ レ ン

ジ 色 ） を 数 量限 定 で 販 売い た し ます 。 エ コ バッ グ は 全部 で 5 色 。各 500
円 で す 。お求 め は 中 央 図書 館 イ ンフ ォ メ ー ショ ン（ 1 番 ）カ ウ ンタ ー へ。  
詳 し く は こ ちら  
h t tp : / /www.c i ty. i ch ikawa . lg . jp / l ib rary / i n fo /1166 .h tml  
 
■ ■  市 川 ゆか り の 著 作 家  □ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  
○ 本日 2 月 25 日 は 市 川ゆ か り の俳 人 、伊庭心猿（いば・しんえん）の

命日、心 猿 忌。心 猿 は す ぐ れた文筆家である一方、世に埋もれたよう

な風狂な 生 活を 送 っ て い た と伝えられています。また、本名の猪場毅

（ い ば ・ た け し ） 名 義 で は 、 編 集 者 と し て 『 一 葉 に 与 へ た 手 紙 』（ 今

日の問題 社  1943） の 註 釈 にたずさわりました。  



1957（昭 和 32） 年 の 2 月 25 日死去。 51 年の生涯でした。  
 
○ 心 猿 名 義 の 著 書 は 句 集 『 や か な ぐ さ ： 伊 庭 心 猿 句 鈔 』（ 葛 飾 俳 話 会  

1956）、『 絵 入 り 東 京 ご よ み ：伊庭心猿随筆集』（葛飾俳話会  1956）
など。図 書 館で は 原 本 の所 蔵はしておりませんが、複製を所蔵してい

ます。また 図書 館 の ホ ー ム ページより、電子テキストとしてご覧いた

だくこと が でき ま す 。  
 
電子テキ ス トな ど 詳 し く は こちら  
h t tp : / /www.c i ty. i ch ikawa . lg . jp / l ib rary/db/1001.html  
 

○ 伊 庭 心 猿 に関 連 す る 本を ご 紹 介し ま す 。  

◇ 『来訪者 』 永 井 荷 風 ／ 著 （筑摩書房  1946）  

心 猿 は 、永 井荷 風 と も 親交 を も ちま し た が 、荷風の原稿や 色紙などを偽

筆して密 か に売 り さ ば き、ついには荷風の住居である偏奇館への出入

りを差し 止 めら れ て し ま い ます。この作品で は、木場という登場人物

が心猿で あ ると 言 わ れ て い ます。  
「 来 訪 者 」 は『 荷 風 全 集  第 18 巻』（ 岩 波 書店  1994）などでも読む

ことがで き ます 。  

 

◇ 『荷 風 外 伝 』 秋 庭 太 郎／ 著 （ 春陽 堂  1979）  

心 猿 と 平 井 呈一 に よ っ て起 こ さ れた 前 述 の 偽筆 事 件 につ い て 記 され て い

ま す 。 荷 風 は 不 思 議 な こと に 、 その 事 実 を 知っ た 当 初は 心 猿 ら に 悪 感 情

を 抱 か ず 、 咎め 立 て も しま せ ん でし た 。 な ぜな ら ば 「自 己 の 揮 毫し た 色

紙 、短 冊 、 半切 か ら 既 発表 の 古 原稿 等 が 読 者か ら 珍 重さ れ て い るこ と を

知 っ て 、 ひ そ か に 満 悦 し て い た か ら で あ る 。」（ ｐ 309～ 310 原 文 は 旧 漢

字 ・ 旧 仮 名 ） 心 猿 と 平 井が 2 人で 写 っ た 写 真も 掲 載 され て い ま す。  
 
 
‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥  
◇ メ ー ル マ ガジ ン の 登 録・ 解 除 はこ ち ら   
h t tps : / / opac . c i ty. i ch ikawa .ch iba . jp /win j /opac / top .do   
◇ こ の メ ー ルは 自 動 配 信さ れ て いま す 。 こ のア ド レ スに 返 信 い ただ い て

も 内 容 の 確 認お よ び ご 返答 が で きま せ ん 。 ご了 承 く ださ い 。  
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